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々
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設
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主
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て
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.る
が
、
福
祉
国
家

.と
は
ど
の
よ
ぅ
な
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の
か
に
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つ
い
て
論
じ
た
文
献
は
乏
し
い
。

恐
ら
く
、

人
々
，が

福
祉
国
家
的
行
き
方
と
い
う
も
の
を
考
え
る
と
き
念 

頭
に
置
い
て
い
る
の
は
、
戦
後
の
英
国
'
の
迪
.っ
た
よ 

う
な
道
.

で
あ
.

ろ
う
。
と
こ
ろ
が
戦
後
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の
英
国
に
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て
行
な
.

わ
れ
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会
保
障
を
中
心
.と
す
る
福
祉
国
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政
策
に
つ
い
て
の
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格
的
な
研
究
書
は
な
か
っ
た
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っ
.

で
よ
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.い
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守
善
教
授
の
本
書
は
、
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ま
れ
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た
こ
の
種
の
研
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究
書
へ
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た
し
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優
れ
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書
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か
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書
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に
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ず
る
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け
の
本
で
は
な

い
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霞
国
家
の
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際
を
分
析
す
る
に
と
ど
へ
ま
ら
ず
、
そ
の
背
景
に
あ
る 

^

想
'
に
ま
で
さ
'
か
：の
ぼ
ら
て
、
福
祉
国
家
思
想
形
成 

の
：歴
史
を
，-考
察
じ
て
い
る
点
が
本
書
の
一
つ
の
特
徴 

で
あ
る
。
ま
た
、
福
祉
国
家
ィ
ギ
リ
'
ス
<0
当
面
せ
る 

経
済
的
諧
困
難
に
，つ
い
て
も
鋭
'い
分
析
が
加
え
ら
れ 

て
い

る
が
、
こ
の
よ.
う
に.
実
際
の
政
策
と
そ9

背
後 

に
あ.
る
思
想
と
■福
祉
国
家
的
政
策
の
歴
史
的
発
展
と
へ 

の
関
連
を
考
膝
し
’
つ
、つ
：問
題
に
接
近
す
る
こ
と
に
よ 

っV
、

福
祉
国
家
の
性
格
乃
至
：本
質
を
浮
き
ぼ
り
に
：
 

す
る
こ
と
^

成
功
し
て
い
る
。-

先
ザ
第
二
部
撟
祉
国
家
の
越
念
で
は
、
福
祉
国
豸 

思
想
の
系
#
が
考
察
隹
れ
て
お

1り
、
第
二
部
福
祉
国 

家
の
：形
晛
過
程
；：で
は:;
>
ィ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
.福
祉
国

.
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九
ン(

ー
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五)
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'
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.每
政
光
の
歴
史
的
苑
展
の
跡
が
见
ら
れ
て
い
る
。
そ 

し
て
第
一1

一
部
に
お
い
て
戦
後
の
福
祉
国
家
ィ
ギ
リ
ス 

で
行
な

.わ
，れ
た
実
際
の

.経
済
政
策
が
検
討
さ
れ
、
そ 

-'
'.:
.
の
：：問

題

啟

萌

_
さ
,
て
.い
>

^
特
：に
觀
秘
国
象
政
：

策
の
支
柱
と
も
い
え
る
社
会
保
障
政
策
に
つ
い
て
は 

評
細
に
檢
對
さ
れ
て
お
り
、
袢
益
さ
せ
ら
れ
る
と
こ 

ろ
が
多

.い
。 

へ
-
'

戦
後
の
英
国
は
福
祉
国
家
的
行
き
方
を
と
っ
た
代 

表
的

.
-^
国
.
.と'し
^

:

(

世
界〈

の
^
目
'を
^
.び
'
' て
き
..た 

が
、
経
済
成
畏
が
緩
馒
す
ぎ
る
点
や
、
ィ
ン
フ
レ
や

、
. 

:
国
際
収
攻
の
問
題

.炎

ゼ

，
で

：
い
^
い
'ろ
：な

困

康

を

経

難

：
 

し
て
い
る
の
で
、
こ
う
し
た
困
雜
が
福
祉
国
家
の
責 

任
で
あ
一
る
か
，の
如
く
論
ず
る
者
も
少
な
く
.な
い0'.
■し
. 

「

か
し
、
.握
教
授
は
そ
れ
ら
の
誰
問
題
を
検
討
す
る
こ 

と
に
ょ
っ
て
、
そ
れ
が
必
ず
し
も
福
祉
国
凜
の
廣
任 

で
な
.い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。.こ
う
し
.て
、
/福

祉

：
 

.国
家
政
策
.を
あ
く
ま
で
擁
護
し
、
掼
祉
国
家
速
設
の 

遒
を
乐
唆
し
た
い
と
い
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^
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書
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あ
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は
、
本

書

に

お

い

て

彼

の

従

来

の

史

的 

研
究
か
ら
一
歩
を
進
め
、
各
分
野
に
わ
た
る
博
識
を 

も
つ
.て
一
般
思
想
史
の
面
か
ら
近
代
精
神
の
形
成
と 

.そ
：の.展
開
を
；な
が
：め
？

近
代
精
神
に
：ょ̂
て
^
0
:西
：
 

:
欧

民

主

主
義
め
今
紙«:
ぁ

泛

か

；
存

を

：
見

.ょ
5
:
と

試

み

,
る
/0
-

:
:

先
ず
彼
ぃ
は
、
厂
思
想
と
物
質
的
条
件
と

^ :

人
間
行̂
 

に
お
い.

て
相
互
作
用
を
も
つ
も
吖
本
規
定
し
ぅ
备
時
べ 

代
の
思
想
を
み
る
に
当
つ
て
は
エ

.

.
リ

I

-ト
の
思
想
の 

み

な
: ^
^ '

、
：：天
衆
の
誰
し
^

が

本

フ

生

：
故

様

式

：
の
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部
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し
；
て
.
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の
.

，
人

.
隹

観

丨

世

論

と

 

い.

ぅ
.

も

；
の
.
.に
ま.

で
.

目
.
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を
む
.
.け
る
の.
.で
あ
る.

。
'

と
：ぅ.

し
た
態
度
を.

も
つ
，
て
.十 

五
世
紀
以
後
の
西
欧
そ
対
象

.

と
し
、
逝
代
精
神
の
形

.成
を
：匕
.
.ュ
I

マ..ニ
ズ
ム
、.，
.プ
.ロ
テ
■ス
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_
ン
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.
イ
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X
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善

理

主

義

の

；
三
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つ
，
の

平

行

し

.た

淹

れ

の

；
交

錯

：
の
？

.
下
に
と
ら
え
る
。
そ
し
て
こ
の
な
か
.か
ら
現
わ
れ
て 

'

き
た
意
見
の
多
様
性
が
、

V
ど
：：

の
一よ
う
に
発
展
.し
、

そ 

の
深
さ
と
ひ
ろ
が
り
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た 

，
か

を

：
さ
-ぐ
.る
.こ
‘と
に
よ
：
'つ
.て
、
'彼
は
.：
第
--
.に
.自
己
.の
'
' 

人
生
観
を
明
確
に
す
る
こ
と
、
第
二
に

」

他
人
の
人
坐 

観
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
他
人
と
よ
，り
円
漪
な 

生
活
を
七
う
る
よ
う
に
な
る
こ
上
を
.望
む
の
で
あ 

る
0
す
な
；わ
ち
惑
蒙
思
想
め
所
鹿
と
し
¥

の
デ
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ク
： 

；

.-
ラ
.タ
：）
め
1£
常

な

：
状

憩

：
を

意

見
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^
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に
み
る
。
 

し
か
る
に
現
代
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想
の
多
く
が
啓
蒙

®
想
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嫡
流
ど 
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、

人
間
の
自
膝
的
善
性
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合
理
性
の
教
義
を
中

心
と

す

る
こ
と
に

対
し
、
蒂
者
は
こ
の

ア

ン

チ
テ
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1̂>
.て
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反
主
知

.主
義
を
重
概
す
る

°
.
し
か
し

.彼
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.
は
反
主
知
主
義
に
影
響
は
ざ
れ
る
が
、
同
調
は
し
な 

た
だ
：現
実
と
理
想
と
の
緊
贬
関
係
を
、
理
想
を

' 

現
英
に
近
づ

if
:
る

-:
•
>:
に
_よ
つ
て
、
緩
和
し
よ
う
と 

す
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
こ
の
方
法
こ
そ
真
の
、
す 

な
わ
ち
理
想
的
で
も
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笑
的
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も
な
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双
豸
主
義 
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な
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め
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で
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能
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の
存
在
を
疑
つ
て
は
な
ら
な
ぃ
と
ぃ
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'
の
が
翁
者
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結
論
で
あ

.る
。

と
れ
ま
で
.思
想
史
面
に
す
ぐ
れ
た
業
績
の
み
ら
れ 

な
か
つ
た
ア
メ
リ
カ
に
こ
の
ょ
ぅ
な
労
作
が
現
わ
れ 

た
こ
と

.
は
注
@
に
値
し

.ょ
t

o
そ
し
.て
わ
れ
わ
れ
は 

改
め
て
、
人
々
の
心
に
深
く
根
ざ
す
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主
主
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と
い 
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の
に
ろ
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'
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れ
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，
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心
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い
わ
ば
原
理
的
視
点
か
ら
の
研
究
が
多
い
。
そ
の
こ 

.
ど
.は
.信
用
理
論
が
：、
：1>
車

だ

新

し

分

研

贫

領

域

先:^

る
こ
と
を
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し
て
い
る
と
い
え
る
し
、
ま
た
、

「

資

•
.

新
.

刊
'
.紹

介

：
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.
本

論1-
の

論

.
述

に
4
み
ぇ
る
と
お
り
、
へ
信
用
理
論
が

' 

豊
富
，な
事
実
認
識
の11
に
た
:'
.？
て
で
^
け
.れ
.ば
.真
に
' 

体
系
化
し
.え
：な
.い
と
い
う
困
難
：さ
に
：よ
る
と
.こ
ろ
も 

多
い
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
意
味
合
い
に
お
い
て
は
、
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用
理
論
：

Q

展
開
は
厳
に
論
理
的
歴
史
.的
 
'で
な
け
れ
へ 

ば
な
ら
な
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と
考
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れ
る
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本
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に
し
た
金
融
論
と
い
う
領
域
を
設
定
し
、
そ
れ
を
マ 

ル
ク
ス
経
済
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の
中
に
体
系
づ
け
る
と
い
う
菽
本
的 

問
'題
に
も-
せ
ま
ろ
う
と
じ.
て_
い
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と
こ.
ろ
に
あ
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'ぃ
灰
ゅ
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宇
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融
論
を
原
ー
理
論
と
は
こ
：と

:̂ 

づ
：
た

：
楔

点

か

^

な
^ .
め
"
る

。
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、.
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融
政
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を
究
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す
る.
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4

や
あ
る
が
、
ぺ
し
へ
か
：し
そ
れ： 

)

ば

、
：
ま

理

論

が

.
取

极

,5
ば
：あ
い
：と
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办
つ
て
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-い 

る
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金
融
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対
象
；と
す
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办
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幾
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'
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靡
史
.的
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融
政
策
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あ
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銀
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融
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場
確

*
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見
地
か
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ィ
.
ギ
リ
：
ス
に
、
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独
占
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階
に
お
け
る
銀
行
制
度
を
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株
式
会
社
と
の
結
合

、
、
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_ 

:

金
織
資
本
の
.成

立

•誕

展

と
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に
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ツ

に
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銀
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れ 
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み
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ょ
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階
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の
歴
史
盼
な
発
展
過
程
み
類
型
化
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こ
こ
ろ
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い 
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。
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て
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:
用
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論
が
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行
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‘
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し
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措
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れ
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:
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な
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#
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#
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